
 

No. 実施大学 授業科目名 担当教員 単位数 開講区分 曜日 予定回数 時 間 実施場所 定員 

48 東京純心大学 医療概論 
上谷 いつ子 
看護学部 教授 

1 前期  8  東京純心大学 5 

 

【到達目標】 

1．社会において医療の基本理念、歴史的背景について説明できる。 

2．社会における医療の現状および課題を理解し、課題を達成するために必要な専門職の役割について説明できる。 

3．医療の仕組みを理解し、今後のあるべき将来像および医療者としてのあり方について論じることができる。 

4．医療者としての対象を尊重する価値観、態度について論じることができる。 

 

【授業の概要】 

医療を取り巻く変化は大きく，かつ多様化している。医療技術の高度化・複雑化に伴い，医療者自身の価値観による判断・行動が問われる課題は多い。

この科目は，医療を学ぶイントロダクションとしての位置づけであり，講義を通して医学，医療，保健，福祉の基本理念を理解する。それぞれの歴史と

現況，保健医療福祉システム，関わっている職種の役割・責務を学び，医療と付随する課題や医療の倫理的・社会的側面について考えを深める。また，

将来医療に携わるものとしての自覚を持ち，学修する態度を身につけるために，医療の様々な側面を知り，患者の思いや立場に配慮しながら学ぶことの

大切さを理解する。医療者としてどうあるべきかを考え，看護専門職者として対象を尊重する価値観・態度を養う。 

 

【授業内容】 

1. １．科目ガイダンス ： シラバス、ワークブック、学修ポートフォリオについて説明 

２．医療概論を学ぶ意義と医学・医療の歩み 

   １）医療の役割と将来像  

   ２）医学・医療の歩みと歴史について 

2. 「医の倫理」思想史 

（１）．古代ギリシアの「ヒポクラテスの誓い」から現代の「リスボン宣言」まで 

（２）．パターナリズムとインフォームド・コンセント 

3. 医療者としてのプロフェッショナリズム 

（１）．プロフェッショナリズム 

（２）．医療倫理、利益相反 

4. 医療の現状と課題① 

（１）．わが国の医療供給体制 

（２）．医療安全 

（３）．生命倫理 

5. 医療の現状と課題②  

（１）．チーム医療 

（２）．先端医療 

6. 医療の現状と課題③ 

（１）．医療者と患者 

7. 医療の現状と課題④ 

（１）．医療の将来像 

   ～病院医療から地域在宅医療へ  

8. まとめ 

（１）．チーム医療における看護専門職者の役割 

   事例から学ぶ ～個人ワークとシェア 

（２）．医療者として看護専門職者としてのあり方 

   グループディスカッション 

（３）．最終レポート課題について 

 

【成績評価方法】 

レポート（60％）、課題への取り組み・ポートフォリオ等の提出物（40％）による総合評価 

  目標 1・目標 2・目標 3 ：授業後のレポート・各授業の学修ポートフォリオを評価する。 

  目標 3・目標４      ：最終レポート課題により評価する。  

 

【レポート評価基準（ルーブリック評価）】 

・評価項目：①課題に沿ったタイトルの設定、②内容の一貫性・論理性・わかりやすい表現、③設定した問題の背景の説明、④文献の引用等による考察

の深まり、⑤文章の体裁・適切な表現（段落、句読点、主部と述部、文体、誤字・脱字、指定様式等）、などの項目について評価する。 

・提出期日の厳守。提出遅延時は減点対象とする。 

・剽窃行為は禁止、評価対象外とする。 

【ポートフォリオ評価（ルーブリック評価）】 

・評価項目：①資料の有無、②整理、③順序性、④学修記録、⑤独自性・工夫、⑥保存性、について評価する。 

 

【教科書】 

適宜資料を配布する。 

参考図書を必要に応じ活用すること。 

 

【参考書、教材等】 

千代豪昭，黒田研二編集，学生のための医療概論，第 3版，増補版，医学書院，2019． 

小坂樹徳,田村京子編著,新体系看護学全書 健康支援と社会保障制度①現代医療論,第 3版,2012． 

柳澤信夫著，現代医学概論，第 2版，医歯薬出版株式会社，2016． 

小泉俊三他：系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度１ 総合医療論 医学書院,2014. 

厚生労働省編：厚生統計要覧，厚生統計協会，各年． 

厚生労働統計協会編：国民衛生の動向 2022/2023，一般財団法人 厚生労働統計協会 

 

※ 初回の授業については、学務課にお問い合わせください。 


